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正四面体を、底面に平行な (n − 1)枚の平面で高さを n等分するように切る。残りの面に

関しても同様に切ると正四面体はいくつの部分に分かれるか、個数を求めよ。

解答

床に正四面体 (ABCD) の面 (BCD) が下
になるようにおく。

この状態で (n − 1) 枚の平行な平面で正四

面体を n等分するように切ると床に対して

上向きの正四面体、下向きの正四面体、正

八面体の 3つの立体に切り分けられる。

Aから BCDにたいして k段目の一番大き

な正三角形 B′C ′D′ は平面により、上向き

の正三角形 (△)、下向きの正三角形 (▽)に

分割される。右上図から △の数が上向きの四面体、▽の数が正八面体、B′C ′D′ 内部

にある点の数が下向きの正四面体の数にそれぞれ対応するので k 段目にある

△の数は 1 + 2 + 3 + · · · + k =
k(k + 1)

2

▽の数は 1 + 2 + 3 + · · · + (k − 1) =
k(k − 1)

2

B′C ′D′ 内部にある交点の数は 1 + 2 + 3 + · · · + (k − 2) =
(k − 1)(k − 2)

2

したがって切り分けられる立体の総数は

n∑
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=

n∑
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3(k2 − k) + 2
2

=
1
2

n∑
k=1

{k(k + 1)(k − 1) − k(k − 1)(k − 2)} + n

=
n3 − n

2
+ n =

n3 + n
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